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学 位 論 文 題 名 

Low Dimensional Homology of Artin Groups 

 （アルティン群の低次ホモロジー） 

 

 

博士学位論文審査等の結果について（報告） 

 

Artin群は組みひも群の自然な一般化としてBrieskornにより導入された群である。Artin群は超平面配置、

特異点論、幾何学的群論など様々な分野と関わる群であり、そのホモロジーを決定することは群のホモ

ロジーにおける重要な問題の一つである。 

Artin 群のホモロジーに関する最も重要な問題がK(π,1)予想である。K(π,1)予想が証明されているArtin

群に対しては、そのホモロジーは超平面配置の補空間および Salvetti 複体を用いて調べることが可能とな

るからである。実際多くのArtin 群のホモロジーが Salvetti 複体のホモロジーを計算することにより決定

されている。一方K(π,1)予想が未解決のArtin 群のホモロジーはこれまで調べるのが困難であった。

K(π,1)予想は多くのArtin 群に対して証明されているが、一般にはまだ未解決である。 

劉曄は代数的トポロジーの手法とCoxeter 群のホモロジーに関する既知の結果を組合わせることで、

K(π,1)予想を仮定せずに全てのArtin 群の 2 次のmod 2 ホモロジー群を決定することに成功した(指導教

員である秋田利之との共同研究)。さらに劉は特定の条件のもとで 2 次の整数係数ホモロジー群をも決定

した。 

K(π,1)予想が未解決のArtin 群のホモロジーを決定した研究はこれまでなく、上に述べた結果はArtin 群

のホモロジー、より広く群のホモロジーの研究に新たな知見を与えるものであり、当該分野に対して貢

献するところ大なるものである。よって著者は北海道大学博士(理学)の学位を授与される資格あるもの

と認める。 

 

 

 

  

 


